
































shaking	 table	 tests	 to	examine	 the　effectivity	of	 a	new	method	by	using	 the	
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最大加振力 水平 ± 10kN
垂直 ±20kN






















度は 85% とした。硅砂 5号の基本的性質を表
− 2に示す。模型地盤は，まず，非液状化層を
相対密度 90% になるように 5層に分けて突き
固めて作製し，飽和度を 100%に調整した。次
















ファイバー製ネット（目合 18 ｍｍ× 16 ｍｍ）
を使用した。グラスファイバー製ネットの引張
り強度は 2.1kN/m である。入力波形は，振幅



























ケース 0 無補強 -
ケース 1 補強材 1枚 10mm
ケース 2 補強材 1枚 25mm
ケース 3 補強材 2枚（2重） 10mm
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